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三重県四日市市采女町字森カ山418－１　／　059－348－7760

http://www.unemenosato.or.jp ／　e-mail：info@unemenosato.or.jp

１．クレド（信念）
家庭的な雰囲気で自然な暮らし。街のような施設。ヒユーマニゼーション（人間性）を生か

す施設、人づくりを追求し、「ハートフル介護」を目指して「私も入りたい、家族も入れたい」
の理念の実現とサービス向上を図り、「施設」を脱却したケア付き住宅を目指す。

２．理念
１）里人さんの立場になって考えます。
２）里人さんの生きてこられた人生、価値観を理解します。
３）里人さんの声、希望に耳を傾けます。
４）里人さんの気持ち、体を傷つけるようなことは絶体しません。
５）施設は孤立せず、家族、地域との連携を考えます。
６）法律その他基準に従って運営を行ないます。
７）福祉事業の変化と改革の先駆者となるよう、常に組織、運営を見直します。

３．使命
「プロフェショナルとして最高の福祉サービスを創造します」

４．決意
上記を実現する為に、役員、職員は、「感謝の心・思いやりの心・自立の心」の実践に努め

ます。

５．求める人財像と経営方針
『求める人財像』
１）感謝の心を常に持てる人に
①利用者がおられる事に。
②家族の協力があって、心おきなく働ける事に。
③良き働く仲間がいる事に

２）思いやりの心を常に持てる人に
①常に明るい挨拶と言葉がけが出来る人に
②職員同士お互い補え合う人に
③何でも言い合える人に

３）自立の心・・常にただ今より一歩でも質的、人格的向上を目指せる人に

『経営方針』
１）利用者、利用差者の家族にどのように応えるか常に思いめぐらす事。
２）地域の皆様に支えられている事の感謝
３）明るい、楽しい職員がいるから法人が成り立っている事に感謝
４）職員、法人、利用者にバランス良く利益配分する事
５）中長期計画を絶えず立て、あわてず、着実に実行
６）人作りに全力を。適正な人事評価、人事面接を
７）絶えず組織、運営を見直す事。

URL／E-mail

経営理念

住所／TEL

食事提供方法の効率化とメイルによる情報統一

社会福祉法人　永甲会
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特別養護老人ホーム（50名）１か所
老人短期入所（10名）１カ所
デイサービスセンター（45名）１カ所
在宅介護サービスセンター　１カ所
居宅介護サービスセンター　　１カ所
訪問給食サービス（四日市市委託事業）１カ所
小規模型通所介護事業所（認知症）１カ所

業務提携（平成21年４月１日　法人吸収合併予定）により運営
身体障害者療護施設（80名）１カ所
生活介護事業所（30名）１カ所

①社会福祉事業事業 401,92,000円
②公益事業 30,583,000円
③収益事業 0円
合計 432,507,000円

72名（非常勤含む）
（業務提携先） 91名（非常勤含む）

１．30年の歴史ある法人の吸収合併に向けて，当法人の就業規則，給与規定の見直しと相手法
人の職員に対して，人事諸規定の承認作業。

２．障害者自立支援法への移行作業と運営，介護方針等の意識改革。
３．相手法人10名程度人員不足対策として，我が法人で人材確保出向させ補充

すでに７名補充し，新規採用で対応予定．新規学卒者採用の為に独自採用戦略を開催。
４．21年度ベースアップ施行の為に，基礎資料作成。

１．食事提供方法の効率化
１）業務委託料の値上げ要請
２）ユニット調理の拡充

２．メイルによる情報統一
１）職員の定着のために、風通しの良い職場環境
２）理事長、幹部職員、リーダーのピラミット型からフリー化
３）情報の統一と共有化により、法人方針、介護方針等の徹底
４）即断、即決・・・スピード化

１．食事提供方法の効率化
１）月額60万円の増額要請については、ほぼ吸収し、委託時の総コストと同額
２）味も良くなり、ユニット調理での臭い、入所者の調理参加などもあり、残食少なくなった。
３）ソフト食の提供

２．メイルによる情報統一
１）即断、即決・・・スピード化が図られた。
２）風通しの良い職場環境が出来たのか、職員の定着が図られた。
３）前事項書配布、議事録などの各所配信により、会議の充実と議決内容の徹底が図られた。
４）周知文、案内の徹低化
５）各セクション外でも他部門の状況把握が出来、良き競争が図られた。
６）中間管理職での課題停滞が無くなった。
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